


































　症例は48歳女性．2013年2月に S 状結腸癌に対して S 状結腸切除術を施行した．病理組織診断は粘液癌，
pT4aN2M0 Stage Ⅲ b，腹水細胞診陽性であった．術後化学療法として XELOX 療法を8回施行した．9月
に経過観察の CT 検査を施行したが，再発の所見を認めなかった．術後に正常化を認めた CEA はわずか
に上昇していた．12月に CT 検査を施行したところ，右付属器に15cm 大の腫瘍を認めた．また，下腹部
の張りが急速に出現していた．腹部膨満が増強し，破裂の可能性もあるため，12月下旬に右卵巣摘出術
を施行した．
　病理組織診断は Adenocarcinoma, compatible with metastasis of colon cancer, 卵巣の嚢胞状病変であり，嚢
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